
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
に
残
る
偉
大
な
漠
方
医

井
上
　
雅
文

―

曲
直

瀬

道

二

‐―

　

そ

の
五

二
．
道
三

の
医
学

「
啓

迪

集

」

に

つ

い

て

道
三
は
八
十
九
年
の
生
涯
で
約
四
十
部
余
り
の
著
作
を
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
代
表
的
な
も
の

は

「
啓
迪
集
」

（
八
巻
）
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
中
国
の
金

・
元
時
代

の
医
学

（
李
朱
①
医
学
）
の

立
場
か
ら
古
今
の
医
書
の
主
要
な
論
説
と
処
方
を
抜
粋
抄
録
し
整
理
し
た
も
の
で
、
煩
雑
で
冗
長
な
医

説
を
簡
潔
に
表
示
し
た
特
殊
な
記
述
法

〈
仏
典
に
用
い
る
科
疏

の
方
式
）
で
書
か
れ
、
中
風
、
傷
寒
、

中
寒
、
中
湿
、
耳
目
、
口
歯
、
鼻
、
老
人
円
、
婦
人
間

（
こ
の
中
に
整
容
篇
と
題
さ
れ
た
美
容
に
関
す

る
事
柄
も
含
む
）
、
小
児
門
等

々
七
十
四
門
を
挙
げ
、
そ
れ
等

の
各

々
が
、
名
証

（
名
義
）

。
類
証

（

類
証
鑑
別
）

・
証
例
所
在

（
出
典
）

。
脈
法

（
診
断
）

。
予
知

ハ
予
後
）

・
治
方

（
治
療
法
）

。
灸
法

-  12  -
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^

・
悪
候

（
死
候
）

。
宣
禁

（
養
生
法
及
び
食
事
療
法
）
の
順
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
迄
の
日
本

の
医
術
は
、
ど
う
贔
員
目
に
診
て
も
、
理
論
だ
け
を
中
国
医
学
か
ら
模
倣
す
る
か
、

又
は
民
間
療
法
の
域
を
脱
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
田
代
三
喜
が
入
明
し
て
学
ん
で
来
た
李

朱
医
学
が
道
三
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
る
迄
の
鎌
倉
、
室
町
時
代
に
は
、　
一
方
で
は
金
創
医
②
等
の
実
地

術
が
盛
ん
で
あ

っ
た
が
、
当
時
の
医
家
達
が
準
拠
し
た
も

の
は
宋

，
局
方

の
学
が
主
流
で
あ

っ
た
。
局

方
の
学
と
云
の
は
、
宋

の
微
宗
が
陳
師
文
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
国
定
の
処
方
集
の

「
太
平
意
民
和
剤
局

方

（
五
巻
）
」
に
基
づ
き
、
処
方
と
そ
の
適
応
症
と
が
簡
潔
に
実
用
出
来

て
、
大
納
言
山
科
言
継
な
ど

の
素
人
で
も
医
師
の
真
似
事
を
し
て
口
を
糊
す
事
が
出
来
た
程
に
、
安
直
な
治
療
法
で
あ

っ
た
③
。

そ
の
様
な
状
況
を
背
景
に
し
て
、
道
三
は
李
朱
医
学

の
実
践
に
専
念
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
医
学
に

よ

っ
て
、
初
め
て
、
病
因
か
ら
診
断
、
治
療
法
、
予
後
及
び
養
生
方
に
至
る
迄
の
体
系
を
持

っ
た
普
遍

性
を
有
す
る
臨
床
医
術
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

「
啓
迪
集
」
は
天
正
三
年

〈
一
五
七
四
年
）
に
完
成
し
た
。
道
三
六
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
こ
の
翌

年

（
一
五
七
五
年
）
に
著
わ
さ
れ
た
中
国
の
医
書

「
医
学
入
門
」

ハ
李
梃
著
）
―

「
合
類
医
学
入
門
」

と
も
云
―
と

「
啓
迪
集
」
と
比
較
し
て
み
る
と
数
々
の
共
通
点
を
見
出
す
事
が
出
来
る
。

一
．
記
載
方
法
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「
合
類
凡
例
」
に

「
各
門
の
始
め
に
泳
候
を
載
せ
、
次
に
病
機
を
以
て
し
、
最
後

に
薬
方
を
列
す
」

と

あ

る

。

二
，
局
方

の
学

に
対
す
る
考
え
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

「
書
本
集
例
」
に

「
局
方
は
又
未
だ
備
わ
ぎ
る
所
有
り
、
且

つ
意
う
に
は
な
は
だ
簡
古

に
し
て
学
者

も
亦
了
悟
し
難
し
」
と
あ

っ
て
批
判
的

で
あ
る
。

三
．
引
用
文
献
は
差
異
が
な
い
。

相
違
点

は
、
入
門

に
於
は
、
歴
代
名
医

の
姓
氏
、
鍼
灸
と
経
穴
に
関
す
る
概
論
、
詠
論
、
本
草
学
が

記
載
し

て
あ
り
、
臨
床

の
書
と
云
よ
り
要
領
よ
く
医
説
を
纏
め
た
教
科
書
と
云

っ
た
学
者

の
書
で
あ

る
と
す

べ
き

で
あ
る
。

従
而
、

「
入
門
」
は
確
か
に
局
方

の
学
を
越
え
て
は
い
る
が
、
分
類

・
整
理
の
方
式
に
於
い
て
も
、

病
因
の
考
接
の
精
密
さ
に
於

い
て
も
、
又
医
論
と
し

て
の
法
則
性
、
原
理
性
に
於
い
て
も
、
何
よ
り
も

臨
床
的
価
値
に
於

い
て

「
啓
迪
集
」
の
医
学
は
、
少
な
く
と
も

「
医
学
入
門
」
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て
い

２つ
。パ

ー
ド
レ
達
が
行

っ
た
南
蛮
医
術
は
ギ
リ
シ
ャ
医
学
に
基
づ
く
体
液
病
理
説
に
依

っ
て
い
た
が
、
そ

-  14 -

轟

^



^

森

れ
等
は
当
時
の
西
洋
医
学
を
正
確

に
代
表
し
て
は
な
か

っ
た
。
ル
イ
ス

・
ア
ル
メ
イ
ダ
は
南
蛮
外
科

の

名
医

で
あ

っ
て
、
吾
が
国
の
金
創
医
術
よ
り
数
段
勝

っ
て
い
た
か
、
府
内

（
大
分
）

の
キ
リ
シ
タ

ン
病

院

で
は
内
科

の
病
気

に
対
し
て
、
漢
方

の
医
術

（
局
方
）
を
用
い
て
い
た
し
、
又
パ
ー
ド

レ
達
、
信
徒

未
信
者
達
が
漢
薬
を
服
用
し
て
効
果
を
認
め
て
い
た
事
実
④
、
又
西
洋
医
学
が
当
時
未
だ
分
科
し
て
も

い
な
い
し
、
又
専
門
医
も
い
な
か

っ
た
事
実
⑤
を
考
え
る
時
、
道
三
の
医
学

の
綜
合
性
は
中
国
の
医
術

西
洋

の
医
学
よ
り
も
体
系
的
な
臨
床
医
術
と
し

て
秀
れ

て
い
た
と
考
え
る
。

道
三
は

「
啓
迪
集
」
を
奉
じ

て
天
覧

に
供
し
た
。
工
親
町
天
皇
は
大

い
に
嘉
称
し
、
僧
策
彦
周
良
③

に
勅
し
て
題
辞
を
書
か
し
め
、
天
皇
よ
り

「
乃

（
汝
）
、
斯

の
書
を
し

て
廣
く
天
下
に
頒
ち
、
将
‥

い

て
永
久
に
流
２
え
し
０
」
め
よ
と
云
勅
旨
を
蒙
り
、
翠
竹
院

の
号
を
賜

っ
た
の
で
あ
る
。

道
三
の

「
啓
迪
集
自
序
」
を
読
む
と
彼
の
学
習

の
過
程
が
解
る
。
原
文
は
漢
文

で
あ
る
。

「
上
み
軒
岐

の
内
経
③

に
始
ま
り
、
下
も
百
家

の
医
書

に
及
び
て
、

日
夜
に
こ
れ
を
翫
味
し
漸
く
厭

の
旨
趣
◎
を
究
む
。
朱
⑩
氏
が
発
揮
①
を
閲
ま

し
、
劉
⑫
氏
が
徴
義
⑬
を
検

べ
て
医
法
に
聖
俗
⑭
あ
る

事
を
知
る
。
彦
脩
が
纂
要
⑮
を
察

に
し
、
天
民
が
正
伝
⑩
を
審

に
し
て
薬
方
に
精
麓
あ
る
こ
と
を
知
る

０ス
。
　
」
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彼
が
依
拠
し
た
諸
大
家
と
書
を
挙
げ

て
い
る
。

「
予
久
し
く
幸
夷
⑫

に
出
入
し
て
多
く
沈
痴
０
を
療
し
、
救
活
を
獲
る
者
①
の
以
て
具
ｉ
ｔ

に
載
せ

難
し
、
癌
か
に
顧
る
に
、
吾
が
朝
、
未
だ
察
證
弁
治

の
全
書
を
著
わ
さ
ぎ
る
也
。
予
、
浅
知
を
慮
ん
ば

か
ら
ず
、
私
‥
か
に
聖
賢
の
興
括
②
を
拾

い
、
普
く
諸
家

の
枢
要
を
集
め
て
、
力
を
場
し
意
を
極
む
。

徐
；
や
く
数
十
年
に
し
て
綴

っ
て
以
て
八
巻
と
鶯
す
。
初
め
中
風
傷
寒
よ
り
終
わ
り
婦
人
小
児
に
螢
‥

・

て
弁
護
は
必
ず
素
間
の
神
規
を
宗
と
し
、
配
剤
に
は
毎
に
本
草

の
聖
矩
を
祖
と
す
。
」

「
啓
迪
集
」
を
著
し
た
意
図
を
述
べ
て
い
る
。
臨
床
を
通
し
て
考
え
る
と
、
日
本
で
は
、
漢
方
の
本

質
で
あ
る

「
証
を
察

に
し
て
治
を
弁
ず
る
」
事
を
目
的
と
し
た
書
物
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
数

十
年
の
研
綾
の
後
、

「
啓
迪
集
」
と
名
づ
け
た
本
を
著
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
理
法
則
は
内
経
素
間

に
基
づ
き
、
処
方
は
神
農
の
本
草
経
の
規
範
を
生
か
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
目
的
で
あ
る

「
察
証
弁
治
」
と
は
何
か
。
李
朱
医
学
の
特
徴
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
を
明
ら

か
に
す
る
事
は
漢
方
の
論
理
と
原
点
を
探
る
事

に
な
る
の
で
あ
る
。

註
①
李
東
垣
と
朱
丹
漢

②
応
仁
の
乱
以
後
相
次
ぐ
戦
乱
は
戦
傷
治
療
を
不
可
欠
な
も
の
と
し
た
故
、
そ
の
傷
の
処
置
に
当
た

-16-
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る
専
門
の
医
者
が
出
現
し
た
。

③

日
本
歴
史
新
書

「
日
本
医
学
」

（
石
原
明
著
、
昭
和

４．
年
、
至
文
堂
）

④
海
老
沢
有
道
著

「
切
支
丹

の
社
会
活
動
と
南
蛮
医
学
」
昭
和
十
九
年
富
山
房

一
一
七
頁

⑤
同
書
、
二
六
七
頁

⑥
周
良
策
彦

（
一
五
〇

一
～

一
五
七
九
年
）
。
丹
波

の
人
、
初
め
鹿
苑
寺

の
心
翁
等
安

に
師
事
。
十

八
歳

の
時
、
天
龍
寺
に
て
薙
染
す
。
天
文
六
年
、
大
内
義
隆
の
命
を
受
け

て
明
に
航
し
、
再
び
天

文
十
六
年
、
逮
明
正
使
と
な
り
大
い
に
世
宗

に
優
遇
さ
れ
た
。
織
田
信
長
、
武
田
信
玄
等
と
親
交

が
あ

っ
た
。
五
山
文
学
者
。

⑦

「
啓
迪
集
」
自
序

③
軒
は
中
国
の
有
史
前
の
伝
説
上

の
黄
帝
。
中
国
に
於
け
る
医
学
の
祖
。
薬

の
祖

で
あ
る
神
農
と
並

び
称
さ
れ
る
。
岐

は
黄
帝

の
臣
下
、
岐
伯
。
内
経
は
黄
帝
と
岐
伯
の
間
答
を
主
と
し
た
中
国
医
学

の
原
典
。
黄
帝
内
経
と
呼
ば
れ
、
素
間
と
霊
枢

（
鍼
経
）
が
あ
る
。
成
立
年
代
は
後
漠

（
五
七
年
）

を
下
ら
な
い
。

◎
意
味
内
容

⑩
朱
丹
漢

ハ
字
は
彦
脩
）
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①

「
局
方
発
揮
」

（
書
名
）

⑫
劉
宗
厚

⑬

「
玉
機
微
義
」

⑭
功
拙

⑮
朱
丹
漢
著

⑭
虞
天
民
著

⑪
都
と
田
舎

⑬
慢
性
病

⑩
臨
床
例

④
過
誤

「
丹
漢
纂
要
」

「
番
學
正
樽
」

つ
づ
く

-18-
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日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
に
残
る
偉
大
な
漢
方
医

井
上
　
雅
文

―

曲
直

瀬

道

ニ

ー
ー

　

そ

の
大

体
系
と
理
論

東
洋

の
歴
史
観

の
根
底

に
あ
る
も
の
が

「
永
劫
回
帰
」
の
思
想
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト

教

の
そ
れ
は

「―

し

つ
つ
あ
る
」
思
想

で
あ
る
。　
一
方
が

「
環
」
で
あ
る
な
ら
、　
一
方
は
い

つ
の
日
か

完
結
す
る
で
あ
ろ
う
そ
の
日
迄
、
半
永
久
的

に
完
結
し
な

い

「
直
線
」

で
あ
る
。

現
実
に
は
個
々
の
生
命
は
完
了
す
る
が
、　
一
生
は
実
存
的

で
あ
る
。
生
命
は
死
す

べ
き
運
命

で
あ
る

が
個
々
の
生
命
に
は
個
性
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
生
命
と
は
誕
生
と
死

の
括
弧
に
く
く
ら
れ
た

「
個
」

で
あ
る
。

「
生
と
死
」
は

一
般
的
必
然
的
で
あ
る
が
、

「
老
と
病
」
は
個
性
的
で
あ
る
。

「
生
」
は
体

系
的

（
説
明
）
で
あ
る
が
、

「
病
」
は
論
理
的

（
批
判
的
）
で
あ
る
。
生
命
を
論
ず
る
に
は
体
系
が
必

要

で
あ
る
が
、

「
病
」
を
論
ず
る
に
は
論
理
的

で
な
く

て
は
な
ら
ぬ
。
生
命
体
は
個
性
を
持

っ
て
い
る

-11-
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か
ら
で
あ
る
。
体
系
は
完
結
し
、
論
理
は
自
在

で
あ
る
。
体
系
は
論
理
を
総
合
し
、
論
理
は
体
系
を
目

指
す
。
従
而
、
体
系
は
保
守
的
、
静
的

で
あ
り
、
論
理
は
革
新
的
躍
動
的

で
あ
る
。
近
代
医
学

の
外
科

学
は
論
理
を
渇
望
し
、
内
科
学
は
体
系
を
待

つ
。
そ
れ
は
外
科
学
が
必
然
を
持
ち
、
内
科
学
が
相
対
性

か
ら
出
発
す
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
医
学
が
行
き
詰
ま

っ
た
時
に
は
、
外
科
学
か
ら

の
警
鐘
が
鳴

ら
さ
れ
、
医
学
に
希
望
が
あ
る
時
は
内
科
学

の
隆
盛
が
見
ら
れ
る
。
現
今

は
、
外
科
学
は
悲
鳴
を
あ
げ

内
科
学
は
と
ま
ど

っ
て
い
る
。
外
科
学
は
根
絶
す
る
事
を
考
え
、
内
科
学
は
病
勢
を
弱
め
る
事
を
考
え

２つ
。そ

れ
等

の
問
題
の
本
質
は
、

「
病
」
が

「
生
命
」
及
び

「
生
命
体
」
に
そ
の
根
絶
を
待

つ
事
に
依
拠

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
病
」
は
体
系
か
ら
は
み
出
し
て
お
り
、
投
げ
出
さ
れ
、
ど
ん
な
場
合
で
も

例
外
的
で
あ
る
。

「
病
」
に
対
す

る

「
治
療
法
」
ま
た
は

「
治
療
学
」
は
体
系
と
論
理
の
確
執
か
ら
生

ま
れ
る
。

「
生
命
体
」
は
全
体
的
な
ま
と
ま
り
を
持

っ
て
お
り
、
形
態
的
構
造
的

に
完
結
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
個

々
の

「
生
命
体
」
は
誕
生
の
瞬
間
か
ら
時
間
的

に

「
老
」
い
行
く
、
死
に

つ
つ
あ
る
存
在

で
あ
る
。

「
個
」
は
、
そ
の
ど
の
段
階
に
あ

っ
て
も

「
個
」
と
し

て
完
結
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

常

に
形
態
的
構
造
的

に
完
結
し
、
時
間
的

に
不
完
全

で
あ
る
。
そ
の
不
完
全
な
完
結
が

「
生
命
体
」
の
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特
徴
で
あ
る
。

形
態
的
構
造
的
な

「
生
命
体
」
が
時
間
的

で
あ
る
事
は
、
統

一
的
な
機
能
を
有
す

る
事

で
あ
る
。
即

ち
動
的
に
安
定
し
て
い
る
事
を
意
味
す
る
。
動
的

で
あ
る
事
は
機
能
的

に
不
安
定

で
あ
る
事
を
意
味
す

る
。
個
と
し
て
の

「
生
命
体
」
は
、
機
能
的

に
不
安
定

の
安
定

で
あ
る
事
を
意
味
す
る
。
不
安
定
の
安

定

で
あ
る
事
が
生
命

の
特
徴

で
あ
る
。

「
生
命
体
」
及
び

「
生
命
」
を
扱
う
ど
ん
な
領
域
も
、

「
空
間
性
」
と

「
時
間
性
」
の
確
執
を
免
れ

る
事
は
出
来
な
い
。
体
系
は
客
観
的

で
あ
り
、
論
理
は
主
体
的

で
あ
る
。
そ
れ
等
が
最
も
顕
者

に
表
出

す
る
世
界
は
臨
床

の
場

で
あ
る
。

「
治
療
学
」
は
常

に

「
臨
床
的
」
に
反
省
せ
ね
ば
、
時

々
刻

々
と
移
り
変
わ
る

「
生
命
」
の
動
き

に

対
処
す
る
事
が
出
来
な
い
。

道
三
は

「
啓
迪
集
」
の
自
序

に
、

「
臨
機
応
変

は
医

の
意
也
」
と
書

い
て
い
る
。

「
機
」
と
は

「
病
機
」
と
も
呼
ば
れ
、
病
体
の
時
々
刻

々
と
移
り
変
わ
る
様
態
を
指
す
。

「
変
」
と
は
、
症
状

の
変
化

で
あ
る
。

「
意
」
と
は
、
自
由

に
動
く

人
間
の
心
理
を
指
す

が
、
此
処

で
は
何
処
に
で
も
、
ど

の
よ
う
に
も
動
き
得
る
と
い
う
事
を
指
す
。

「
医
」
と
は

「
臨
床
」
を
意
味
す

る
。
道
三
に
と

っ
て
、

「
臨
床
」
と
は

「
探
索
的
」
で
あ
る
事
を
意

^

▲
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味
し
て
い
る
。

「
体
系
」
は
絶
え
ず

「
論
理
」
と
い
う
批
判
者
を
内
包
す

る
事
に
よ

っ
て
臨
床
的
な
機
能
を
発
揮
し

得
る
の
で
あ
る
。
ま
た

「
体
系
」
は
そ
の
論
理
に
耐
え
る
柔
軟
な
原
理
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

即
ち
、

「
生
命
と
病
」
の
学
は
、
動
く
事

に
よ

っ
て
の
み
安
定
し
て
い
る
生
命

の
意
識

（
精
神
機
能
と

感
情
）
と
機
能

（
こ
れ
を

「
気
」
と
呼
ぶ
）
と
構
造
的
形
態
的

（
可
視
的
）

に
完
結
し

て
不
完
全
な

「
形
」
に
根
ざ
し

て
い
る
。

「
形
と
気
」
は
、
ど
ん
な

「
生
命
体
」
に
も
具
わ

っ
て
い
る

「
実
存
」
で

あ
る
。

「
生
命
体
」
は

一
般
的
認
識

の
対
象
で
あ
る
が
、
　
一
人

の
人
間
の

「
生
命
」
は
例
外
的
で
あ
り

個
性
を
持

っ
て
い
る
。
即
ち

「
個
人
差
」
が
あ
る
。

「
生
命
体
」
の
ど
ん
な
現
象
を
採

っ
て
も
全
体
的

全
機
的

に
把
ら
え
ね
ば
、

「
病
」

の
本
質
を
見
逃
し

て
し
ま
う
。

「
生
命
」
は

「
形
と
気
」
を
持

っ
て

変
化
し

つ
づ
け
、
動
き

つ
つ
あ
る
存
在

で
あ
る
。
個
性
を
持
ち
、
統

一
さ
れ
、
そ
し
て
動
き
変
化
し
続

け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
要
素
を
持

つ
も

の
を
認
識

で
き
る
も

の
は
何

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

「
直
観
」
で
あ
る
。

「
直
観
」
こ
そ
、

「
生
命
と
病
」
の
学

の
認
識

に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
で
あ
る
。

「
直
観
」
は

一
般
性
と
個
性
、
全
体
と
部
分
、
変
化
と
持
続
を
総
合
的

に
認
識
す
る
も
の
で
あ
る
。
即

ち

「
直
根
」
と
い
う
認
識
の
特
徴
は
、
探
索
的

で
あ
り
、
原
理
的
で
あ
る
。
原
理
は
　
　
い●
お

，
オ
ｏ
圃

【
む
０

ィ
猫
料
葬
　
　
ｏ鷺
８
●
マ
ｏ
　

　

で
あ
る
。
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「
治
療
学
」
と
は
、
実
は

「
臨
床
学
」
の
事

で
あ
る
。

「
体
系
」
を
持

っ
た

「
臨
床
学
」
は
原
理
を

内
包
し
た
探
索
と
い
う
方
策
を
持

つ
論
理
で
あ
る
。

漢
方

の
医
学

に
お

い
て
、

「
直
観
的
認
識
」
の
論
理
は

「
陰
陽
」
で
あ
る
。

「
陽
」
と
は
正
の
方
向

に
不
安
定
な
生
命
体

の
外
界

の
種
々
の
変
化
に
対
応
す
る
機
構

で
あ
り
、

「
機
能
克
進
」
で
あ
る
。

「
陰
」
と
は
負

の
方
向

に
安
定
し
て
い
る
生
命
体

の
内
部
維
持
機
構

で
あ
り
、

「
寒

（
冷
）
」
で
あ
り
、

「
硬
直
」
で
あ
り
、

「
機
能
減
退
」
で
あ
る
。

「
陽
」
と
は
正
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
で
あ
る
と
も
い
え

よ
う
。

「
病
」
と
は
、
こ
の
二

つ
の
相
反
す
る
力

に
よ

っ
て
保
た
れ
る
緊
張
関
係

で
あ
る
。
従
而
、

「
無
病
」
と
い
う
の
は
、
陰
陽
の
力
が
平
衡
状
態
に
あ
る
真
円
と
し

て
描
く
事
が
出
来
る
。
し
か
し
、

現
実

に
変
化
し

つ
続
け
る
時
間
的
な
存
在

で
あ
る
生
命

に
は
静
止
と
い
う
状
態
は
な
く
、
常

に
そ
の
円

は
振
動
し
続
け
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
ゆ
が
み
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
程
、
病
は
劇
し
く
、
ま
た
ゆ
が

ん
だ
ま
ま

で
動
揺
す
る
事
が
少
な
い
状
態
ほ
ど
、
病
は
重
く
、
慢
性
化
す
る
。
ま
た
ゆ
が
み

〈
偏
重
）

の
大
き

い
事
を

「
実
」
と
い
い
、
小
さ
い
事
を

「
虚

」
と
い
う
。
従
雨
、
そ
の
性
質
上
、
陽
は
実
し
易

く
、
陰
は
虚
し
易
い
。

一
方
、
生
命
体
は
構
造
的
機
能
的

に
特
殊
分
化
す

る
事

に
よ

っ
て
個
性
的
に
な

っ
て
行
く
。
漢
方

に

お
い
て
、
そ
れ
は
五
行

（
五
蔵
）
に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
る
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
五
蔵
と
は
肝
蔵
、
心
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蔵
、
膵
蔵
、
肺
蔵
、
腎
蔵

で
あ
る
。
各
蔵

は
身
体
上

に
現
象
と
し
て
在
る
種
々
の
器
官
、
組
織
、
生
理

作
用
を
も
た
ら
す

「
気
」
を
蔵
す
る
故
に
蔵
と
呼
ば
れ
る
。
現
代
医
学

の
機
器
と
は
全
く
異
な
り
、
例

え
ば
、
肺
は
呼
吸
器

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
鼻
、
皮
膚
、
悲
し
み
、
沸
、
燥
、
栄
養
分

の
活
性
化
、
尿

意
等
を
司
る
と
さ
れ
る
。
他

の
蔵
も
同
様
な
作
用
が
あ
る
。
ま
た
ど

の
生
理
機
能
も
五
蔵

の
働
き

に
よ

っ
て
充
分

に
そ
の
機
能
を
発
揮
し
得
る
の
で
あ
る
。
眼
の
感
覚
、
即
ち
視
覚
作
用
は
肝
の
働
き
で
あ
る

が
、
色
別
、
曲
直
を
知
る
の
は
心

の
働
き

で
あ
り
、
視
線

の
安
定
は
肺

に
よ

っ
て
な
さ
れ
、
瞼
の
開
閉

は
膊
の
作
用
で
あ
り
、
腎
の
働
き
に
よ

っ
て
、
事
物
を
安
定
し

て
構
え
る
事
が
出
来
る
。
視
力

の
衰
え

は
肝
病
、
眼
の
疲
れ
は
肺
の
病
、
眼
瞼

の
病
は
膊
、
彙
は
腎
の
病
、
色
別
、
乱
視
は
心

の
病
で
あ
る
と

さ
れ
る
。

李

朱

医
学

金
の
末
、
元
の
初
め
頃
、
李
東
垣
が
出

て
、
次

の
よ
う
な
疾
病
観
を
説

い
た
。

「
偏
く
内
経

の
中

に
説
く
所
の
変
化
百
病
を
観
る
に
、
其

の
源
は
皆
喜
怒
過
度
し
、
飲
食
節
を
失

い
、

寒
温
適
わ
ず
労
役

に
傷
る
る
に
由

っ
て
然
り
。
夫
れ
元
気
穀
気
栄
気
清
気
街
気
生
発
諸
陽
上
昇
の
気
、
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此

の
六

つ
の
者
は
皆
ヽ
飲
食
胃
に
入
り
て
穀
気
上
行
す
、
胃
の
気
の
異
名
、
其
の
実
は

一
な
り
。
既
に

膵
胃
傷
る
る
事
有
れ
ば
、
中
気
不
足
。
中
気
不
足
す

る
時
は
六
腑
の
陽
気
皆
外
に
絶
す
。
―
気
傷
る
れ

ば
臓
乃
ち
病
む
。
臓
病
む
時
は
形
乃
ち
応
ず
。
是
五
臓
六
腑
の
真
気
不
足
す
る
也
」
①

彼
に
よ
れ
ば
、
病
因
に
は
外
感

（
風
寒
署
湿
操
火

に
犯
さ
れ
る
事
）
と
内
傷
、
即
ち
、
飲
食
物

の
消

化
吸
収
器
官

で
あ
る
牌
胃
が
不
調
に
な

っ
て
起
き
る
と

い
う
二

つ
が
あ
る
が
、
何
れ
も
膵
胃
内
傷
が
前

提

で
病
が
生
ず
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
治
法
の
大
法

は
、
膵
胃
を
滋
補
し
、
栄
養
分

の
消
化
吸
収
を
助

け
る
療
法
を
主
と
し
た
。
こ
の
考
え
は
、
前
の
時
代

の
劉
完
素
、
張
子
和
が
主
に
潟
火

の
涼
剤
、
汗
、

吐
、
下
と
い
う
劇
し
い
薬
剤
を
用
い
た
事
と
は
対
照
的

で
あ
る
。

李
東
垣

の
学
を
伝
え
た
者

の
中

に
羅
知
悌
と

い
う
人
が

い
た
。
こ
の
人

の
門
下

に
朱
丹
漢
が
あ

っ
た
。

彼
は
局
方

の
学
を
批
判
し
、

「
陽
常

に
有
余
、
陰
常

に
不
足
」
の
論
、
ま
た

「
陽
道
は
実
し
、
陰
道
は

虚
す
」
②
の
論
、

「
滋
陰
降
火
を
重
ん
ず
る
」
の
論
を
立

て
、
そ
の
論
か
ら
陰
陽
の
昇
降
、
変
化
伝
下

の
失
調
を
病
因
と
考
え
、
初
め
て

「
爵
」
①
の
病
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
治
法
は
陰
を
捕
い
爵
を
開
く

温
和
な
薬
剤
を
用
い
た
。

「
啓
迫
集
」
を
見
る
と
、
道
三
は
各

々
の
病

に
対
し
て
、
東
垣
に
も
朱
丹
漢
に
も
、
ま
た
他
の
医
家

に
も
特
に
偏
す
る
と
い
う
事
は
な
い
。
道
三
の
医
学
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
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だ
ろ
う
か
。

病
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
際
、
そ
の
病
が

「
陰

で
あ
る
か
、
陽
で
あ
る
か
」

「
虚
実
」

「
寒
熱
」

「
外
感
か
内
傷
か
」

「
急
病
か
久
病
か
」

「
ど
の
蔵
の
変
調
で
あ
る
か
」
と
い
う
事
が
重
要

で
あ
る
。
そ
れ
等
を
検
討
す
る
事
を

「
病
証
」
を
探
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

「
病
証
」
か
ら
得
ら
れ

た
、
そ
の
病
人
の
像
、

「
病
の
像
」
こ
そ
、
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

「
病
像
」
は

一

方

で

「
証
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の

「
証
」
を
察
し
て
、
初
め
て
そ
の
病
人

の
そ
の
時
点
の
病
に
対
処
す

る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

漢
方
の
医
学
は

「
証
の
医
学
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

「
証
」
を
持

っ
て
い
る
事
が
漢
方
の
医

学
の
特
徴
で
あ
り
優
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
厳
密
に
い

っ
て
、
日
本

に
お

い
て

「
証
の
医
学
」
は
道
三

に
よ

っ
て
始
め
ら
れ
た
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
道
三
が
門
人

の
器
量
に
応
じ
て
与
え
た

「
切
紙
」

の
中
に
二
十
七
箇
條

の

「
医
工
宣
慎
持
之
法
」

（
医
工
よ
ろ
し
く
慎
み
持

つ
べ
き
の
法
）
と
称
せ
ら
れ

る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
医
家
の
習
得
す

べ
き
枢
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
二
、
三
箇
條

を
見
て
も
道
三
の
医
家
と
し
て
の
姿
勢
を
窺
う
事
が
出
来
る
。

一
、
慈
仁

一
、
不

，
執
二

一
識

一
実
④
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一
、
治
〓
未
病

一、
不

，
治

二
己
病

一

一
、
貴
賤
苦
楽
、
同
病
異
治
⑤

注
①
東
垣
十
書

「
弁
惑
論
」
巻
之

一

②
朱
丹
漢
著

「
格
知
余
論
」

③
高
カ

ロ
リ
ー
の
飲
食
物

の
摂
取
過
度
や
偏
食
に
よ

っ
て
起

こ
る
栄
養
分
の
不
完
全
燃
焼
と
考
え
ら

れ
る
。

④
治
方
や
学
説
が
偏
ら
な
い
事
。

⑤
富
め
る
人
、
貧
し

い
人
、
労
働
す
る
人
、
動
か
な
い
人

（
精
神
労
働
者
）
に
よ

っ
て
、
同
じ
病

で

も
治
療
法
に
が
異
な
る
筈
で
あ
る
意
。

つ
づ
く
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日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
に
残
る
偉
大
な
漢
方
医

―

由
直
瀬
遺
三

‐―

　

そ
の
七

病

の
本
質

病
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
漢
方

に
お
い
て
は
、
時
間
的
、
形
質
的

に
陰
陽
の
秩
序
が
乱
れ
た
事
で
あ

る
と
答
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
啓
迪
集
」
に
は
、

「
陰
陽

の
人

に
在
る
事
、
均
し
き
時
は
寧
事
く
、
偏

な
る
時
は
病
む
。
」

「
切
紙
五
十
七
個
条
」
に
は

「
諸
疾

ハ
皆
因
動
陰
陽
偏
勝

一二
」
と
あ
る
。
病
と
は

自
８
Ｌ
Ｒ
　
　
で
あ
り
、
死
と
は
　
　
８
一
Ｒ

ｏ
社
Ｒ
　
　
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ

の
秩
序
　
　
（ｏ
Ｌ
Ｒ
　
　
　
は
陰
陽
の
力
動
的
、
時
間
的
関
係

の
下
に
平
衡
を
保

っ
て
い
る
。

通
常
、
体
系
的
認
識

の
特
徴
は
、
物
事
を

一
般
的
、
普
還
的
、
無
時
間
的

に
認
識
す
る
事

で
あ
る
。

そ
の
様
な
認
識
の
利
点
は
、
静
上
し
て
い
る
物
、
あ
る
条
件
下

で
再
現
可
能
な
事
物
、
す

べ
て
の
物
事

の
共
通
性
や

一
般
性
を
認
識

で
き
る
事

に
あ
る
。
し
か
し
、

「
生
命
と
病

」
と
い
う
、
時
間
的
、
個
性

的
、
例
外
的
な
事
象
を
認
識
す
る
事
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な

い
。

井
上
　
雅
文
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体
系
的
認
識
の
方
法
は
、
分
析
と
い
う
方
法
を
取
り
、
そ
の
結
果
は
分
科
学

で
あ
る
。
そ
し
て
、
全

体
は
部
分
の
集
積

で
あ
る
と

い
う
結
論
を
引
き
出
す
。
例
え
ば
、

「
痛
み
」
は
、
指
の
痛

み
と
頭
痛
、

腹
痛
、
膝
痛
、
腰
痛
等

々
単
的

に
分
類

で
き
る
し
、
ま
た
Ａ
氏

の
痛
み
Ｂ
氏
の
痛
み
と
は
共
通
し
て
い

る
。
し
か
し

「
痛
み
」
に
対
す
る
治
療
は
そ
れ
だ
け
で
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
指

の
痛
み
」
と

い

っ
て
も
母
指
と
環
指

の
痛
み
と
は
異
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
ま
た

「
母
指
の
痛
み
」
と
い

っ

て
も
、
Ａ
氏
の
そ
れ
と

Ｂ
氏

の
そ
れ
と
は
異
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
Ａ
氏
が
吉
稀
に
達
す

る
よ
う
な
老
人
で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
、
、
ま
た
Ｂ
氏
が
弱
冠
の
若
者

で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
の

痛
み
に
対
す
る
治
療
法
は
異
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
男
女

で
あ

っ
て
も
、
異
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
し

て
肥

っ
て
い
る
人
、
痩
せ
て
い
る
人

に
よ

っ
て
も
。

「
病
」
は
、　
一
般
的
分
析
的

に
認
識
す
る
に
は
余
り
に
も
個
性
的

で
あ
る
。

こ
の
処
に

一
人

の
患
者
が
い
る
と
す
る
。
彼

の
主
訴
は
、
指

の
関
節
が
腫
脹
し
、
発
赤
し
て
痛
み
、

夜
も
寝
ら
れ
な
い
と

い
う
事
で
あ
る
。
医
者
は
、
そ
の
炎
症
を
止
め
ま
た
痛
み
を
鎮
静
す

る
た
め
の
投

薬
ま
た
は
注
射
を
施
す
。
そ
の
後
、
そ
の
疼
痛
は
納
ま
り
、
発
赤
腫
脹
は
解
消
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

関
節
は
屈
曲
不
能

に
な
り
、
し
か
も
、
感
覚
麻
痒
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
病
は
癒
え
た
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
決
し

て
癒
え
て
は
い
な
い
。
病
が
変
化

- 12 -



し
た
だ
け
で
あ
る
。

で
は
、
何
故
、
医
者

は
間
違

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
処

に
誤
り
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
医
者
は
病

の
本
質
を
見
誤

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
痛
ん
で
い
る
事
が
病
の
本
質
で
は
な

い
。
彼

の
指
が
そ
の
本
来
的
な
働
き
、
即
ち
、
物
を
把
え
て
、
彼
の
意
志
通
り
に
動
く
事
が
出
来
な
い

と
い
う
の
が
病

の
本
質
な

の
で
あ
る
。
成
程
、
痛
み
を
取
り
除
け
ば
、
指
は
そ
の
本
来
的
な
機
能
を
回

復
し
得
た
筈

で
あ
る
。
し
か
し
、
痛
み
を
除
去
す
る
薬
は
同
時
に
運
動
す
る
機
能
を
奪
う
の
で
あ
る
。

関
節
を
取
り
巻
く
腱
や
靭
帯

の
炎
症
が
神
経
の
麻
痺

に
変
化
し
た
だ
け

で
あ

っ
て
、
病
の
本
質

で
あ
る

指

の
本
来
的
な
働
き
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

は
何
ら
解
決
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

道
三
は
内
経
素
間
の
文
を
引
い
て
、

「
啓
迪
集
」
に
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
緩
な
る
時
は
其

の
本
を
治
し
、
急
な
る
時
は
其

の
様
を
治
す
」
と
。
病

に
は
本
質

（
根
本
的
要
因
や
本
来
的
姿
）
と
標

〈
現
象
と
し
て
の
症
状
）
、
本
は
根

で
あ
り
、
幹

で
あ
る
。
標
は
枝

で
あ
り
、
業

で
あ
る
。
し
か
し
、

苦
痛
が
劇
し
け
れ
ば
、
先
ず
そ
の
苦
痛
を
最
初

に
取
り
除
く
こ
と
、
即
ち
対
症
療
法
を
行
う
べ
き

で

一

応
苦
痛
を
軽
く
し

て
、
病
の
本
を
治
す

こ
と
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
表
現
し
て
い
る
。

「
病
」
に
は
体
系

で
は
把
え
る
事
が
出
来
な
い
面
が
そ
の
本
質

に
は
在
る
。

「
病
」
の
個
性
的
、
時

間
的
、
全
人
的
な
面
を
主
張
す
る
の
が
論
理
で
あ
る
。

^

⌒
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^

診
治

の
基
本

道
三
の
医
学
の
基
本
を

「
切
紙
五
十
七
個
条
」
の
条
項
か
ら
考
え
て
み
る
と

ヽ

必
先
可

，
察
二
患
者
肯
信
与
二

，
情
精

一
也

（
必
ず
患
者

の
青
信
と
惰
猫
と
を
察
す
べ
し
）

病
人
は
常

に
医
者
を
試
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
初
診

の
時
か
ら
、
患
者
は
医
者
を
観
察
し
、
自
分

の
病
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
、
理
解
し

て
い
る
か
、
治
す
実
力
を
持

っ
て
い
る
か
ど
う
か
推

し
測

っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
医
者

に
対
す
る
信
頼

の
度
合
い
に
よ

っ
て
、
医
者

の
種

々
の
助
言
や
注
意
を
守

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
現
今

で
も
医
者
と
患
者
の
間
は
、
道
二
の
時
代
と

変
わ
る
事
は
な
い
。

一
、
信

‥
巫
不

，
信

‐
医
之
患
者
治

，
之
面
無

‐
効

〈
巫
を
信
じ
、
医
を
信
ぜ
ぎ
る
患
者
は
之
を
治
し
て
も
効
な
し
）

―-  14 -―
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析
詩
や
選
刊
鮒
「
Ч
に
よ
る
行
為
と
医
治
と
は
全
く
異
な
る
次
元
の
事
で
あ

っ
て
医
に
奇
跡
や
宗
教
的

要
素
を
求
め
る
事
は
極
め
て
非
合
理
的
な
事
で
あ

っ
て
、
医
術
は
あ
く
ま
で
も
合
理
的
、
理
性
的
な
行

為
で
あ
る
事
を
認
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
、
随
二
方
土

・
而
異
治
則
佳
也

〈
方
土
に
随

っ
て
異
治
す
る
は
佳
也
）

病
人
の
住
ん
で
い
る
土
地
及
び
環
境
に
よ

っ
て
、
治
法
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
南
の
暖
か
い

地
方
と
北
の
寒
冷
の
土
地
に
住
む
人
と
は
起
こ
ろ
病

の
様
態
が
異
な
る
。
ま
た
都
会
の
人
と
田
舎
、
自

然
に
接
す
る
機
会
の
多
い
人
で
は
体
質
が
異
な
り
、
病
因
が
変
わ
る
筈
で
あ
る
。
引
い
て
は
、
職
業
や

食
物
に
よ

っ
て
も
病
が
違

っ
て
く
る
筈
で
あ
る
。

一
、
少
年
壮
盛
老
衰
可
異
治
事

（
少
年
、
壮
盛
、
老
衰
、
異
治
す
べ
き
な
り
）

轟

盗
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前
条
と
同
様
、
年
齢

に
よ

っ
て
起

こ
り
易
い
病
気
を
弁
別
し
、
生
活
様
式
も
、
ま
た
生
活

の
歴
史
も

異
な
る
故

に
、
同
病

で
あ

っ
て
も
薬

の
量
や
薬

の
種
類
を
加
減
す

べ
き

で
あ
る
。

一
、
庸
医
悉
重

，
貴
薬
軽

‥
賤
味
当
流
不

・
然
以

‐
中

―
病
貴

，
之
以

‐
不

，
中

，
病
賤

，
之

（
庸
医
は
悉
く
貴
薬
を
重
ん
じ
、
賤
味
を
軽
ん
ず
、
当
流

は
然
ら
ず
、
病

に
中
る
を
以
て
、
こ
れ

を
貴
び
、
病

に
中
ら
ぎ
る
を
以
て
、
こ
れ
を
賤
じ
む
）

平
凡
な
医
者
は
、
高
価
な
薬
、
奇
跡
的
な
効
果
を
持

つ
と
称
せ
ら
れ
る
薬
、
中

々
手
に
入
ら
な
い
薬

を
重
視
し

て
用
い
、
平
凡
な
薬
、
廉
価
な
薬
、
温
和
な
効
き
目
の
あ
る
薬
を
軽
視
す
る
。
し
か
し
道
三

の
薬
に
対
す
る
考
え
方
は
そ
う

で
は
な
い
。
病
を
治
す
事

に
適
中
し
た
薬
が
最
も
貴
い
の
で
あ

っ
て
、

決
し
て
薬
剤

の
価
値
を
基
準
と
し

て
治
療
す
る
の
で
は
な

い
。
問
題
は
治
す
る
か
否
か

で
あ
る
。

一
、
兵
者
凶
器
也
薬
者
攻
　
邪
物
也

（
兵
は
凶
器
な
り
、
薬
は
邪
を
攻
め
る
物
な
り
）
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い
か
な
る
軍
確
も
、
戦
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
様

に
、
ど
ん
な
薬
も
毒
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
た
と
え
毒
性
が
殆
ど
な
い
、
副
作
用
が
な
い
薬
と
い
え
ど
も
用
い
方
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

一
、
単
行
奇
方
不

‐
能

，
治

二
大
病
滴
疾

づ

（
単
行
奇
方
は
大
病
葡
疾
を
治
す
事
能
わ
ず
）

あ
る
症
状
に
非
常

に
効
果
の
あ
る
薬
や
、
非
常

に
稀
に
し
か
用
い
な
い
薬
、
ま
た
変
わ

っ
た
処
方
の

薬
は
、
重
病
と
か
慢
性
病
に
は
効
果
が
な
い
。
そ
れ
等
は
薬

の
性
質
上
、
応
用
が
効
か
な
い
か
ら
で
あ

る
。

二
、
誤
二
施
診
治

一
則
英

，
憚

‐
改

‥
之

（
診
治
を
誤
施
せ
ば
、
こ
れ
を
改
む
る
に
揮
る
こ
と
な
か
れ
）

ご
く
当
た
り
前
の
事
で
あ
る
が
、
誤
診
誤
治
し
た
事
は
、
即
座
に
憚
る
事
な
く
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

-17-
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一
、
可

，
舞
二
四
知
之
術

一
事

（
四
知

の
術
を

つ
く
す

べ
き
な
り
）

漠
方

の
診
断
法

に
は
四

つ
あ
り
、
望
聞
間
切

の
四
診
法

で
あ
る
。

望
診
と
は
視
診
法

で
あ
る
。
病
人

の
色
、
艶

（
血
色
）
、
起
居
動
作

に
よ

っ
て
病
の
深
浅
軽
重
逆
順

を
診
る
。

赤
色
は
心
の
病
、
白
は
肺
、
黄
は
牌
、
黒
は
腎
、
斎
は
肝
と
い
う
区
別
が
あ
る
。
こ
れ

に
逆
す
る
も

の
は
予
後
が
悪
ぐ
、
難
治

で
あ
る
。
　

　

　

　

　

　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

　
一
す
　

　

」

聞
診
は
病
人

の
声
、
語
勢
、
言
語
の
清
濁
、
リ
ズ

ム
、
体
臭
等
を
聞
く
事
に
よ

っ
て
病

の
所
在
と
軽

量
、
吉
凶
等
を
診
断
す
る
。
　
　
　
¨
　

ヽ

間
診
は
、
飲
食
物

の
好
緒
、
味

の
偏
り
、
発
病
の
時
期
等
を
問
う
診
断
法
。

切
診
と
は
二

つ
あ
り
、
脈
診
と
腹
診

（
舌
診
）
で
あ
る
。
脈
診

に
つ
い
て
は
詳
し
く
述

べ
る
と
き
り

が
な
い
が
、
普
通
は
両
手
首
の
構
骨
茎
状
突
起
内
側

の
機
骨
動
詠
を
医
者

の
示
指
、
中
指
、
環
指

ハ
両

手
で
六
本
）

で
六

ヶ
所

の
脈
動

の
強
さ
、
速
さ
、
緊
張
度
、
深
浅
等
を
診

る
。
速
脈
は
熱
、
運
脈
は
寒

（
冷
）
、
強

い
脈
は
実
、
緊
脈
は
痛
み
、
渋
る
脈
は
痺
れ
、
滑
な
脈
は
下
痢

〈
泄
濤
）
等
と
診
断
す
る
。



ま
た
各
々
の
症
状

は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
脈
状
を
持

っ
て
お
り
、
風
邪
の
脈
は
浮

い
て
い
る
。
資
疸

の

脈
は
沈
ん
で
緩
か
、
微
脈
で
あ
れ
ば
治
し
易
い
と
診
る
。
腹
診
は
前
胸
部
、
腹
部

の
硬
軟
、
色
塾
緊
緩

に
よ

っ
て
病

の
所
在
を
知
る
。
下
腹
部

の
虚
軟
は
腎

の
衰
え
で
あ
る
と
い
う
如
き

で
あ
る
。

一
、
諸
証
先
必
可

‐
定

二
血
気
之
衰
旺

・

（
諸
証
は
先
ず
必
ず
血
気

の
衰
旺
を
定
む

べ
し
）

ど
ん
な
症
状
を
持

っ
た
病
人

で
も
、
そ
の
人

の
肥
痩
、
食
欲

の
有
無
、
消
化
吸
収

の
良
否
、
月
信

の

順
、
不
順
、
気
力

の
有
無
、
疲
労
の
状
態
等
を
診
断
し

て
治
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
脈
に
よ

れ
ば
、
飲
食
物

の
消
化
吸
収

の
盛
衰
が
判
断
で
き
る
。

百
病
可

，
察

二
初
受
盛
甚
困
危

・
事

〈
百
病
は
初
受
、
盛
甚
、
因
危
を
察
す
べ
し
〉

道
三
の
医
学
の
病
因
論
は
次

の
通
り

で
あ
る
。
病
因
に
は
大
別
し
て
、
二
つ
あ
る
と
さ
れ
る
。　
一
つ

ヽ
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は
外
傷

で
あ
り
他

は
内
傷
で
あ
る
。
外
傷
と
は
外
か
ら
来
る
病
因
の
事

で
、
そ
れ
等
は
季
節
の
変
化
、

外
界
の
気
象
の
変
化
、
病
人

の
発
病
し
た
転
帰
、
風
寒
暑
湿
燥
火
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
等
は
六
浬
の
邪

と
も
い
わ
れ
る
。

「
風
邪
」
に
よ

っ
て
侵
さ
れ

て
現
れ
る
症
状

は

「
風
証
」
と
呼
ば
れ
る
。
風
邪

（
か

ぜ
）
、
中
風
、
痛
風
等
は
風
邪

に
よ
る
病
名
で
あ
る
。
風
証
の
特
徴
は
、
好
ん

で
体
の
陽
の
部
、
即
ち

体
表
、
頭
、
胸
、
頸
、
喉
等

に
症
状
が
現
れ
、
多
汗
悪
風
、
麻
痺
、
鼻
塞
、
沸
、
そ
し
て
、
深
く
急

に

蔵

に
侵
入
す
れ
ば
、

「
卒
中
風
」

（
に
わ
か
に
風

に
中
る
）
を
起

こ
し
て
死
亡
す
る
事

に
な
る
。
半
身

不
遂
、
言
語
障
害
、
感
覚
麻
痺
等
は
風
証
で
あ
る
。

寒
は
好
ん
で
体

の
陰

の
部
、
下
肢
、
下
腹
、
腰
等

に
症
状
が
現
れ
る
。
そ
し

て
、
痛
み
、
冷
え
、
強

直
、
悪
寒
。
風
と
異
な
る
所
は
脈
は
沈
み
、
汗

の
な
い
事

で
あ
る
。
凍
死
は

「
中
寒
」

（
寒

に
中
る
）

と
い
わ
れ
る
。

つ
づ
く



日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
に
残
る
偉
大
な
漠
方
医

井
上
　
雅
文

―

由
直
瀬
道

ニ

ー
ー
　

そ
の
八

糠
診
治
の
基
本

病
因
と
し
て
の

「
湿
」
は
、
四
季
に
亘

っ
て
病
邪
と
な
る
。
即
ち
次

の
三
種

に
分
類
さ
れ
る
。

①
天
湿
―
雨
露
霜
雪
霧
等
。

②
地
湿
―
河
川
湖
沼
等

の
湿
地

に
座
臥
す
る
事
に
よ

っ
て
得
る
。

③
人
為
の
湿
―
酒
乳
酪
等
の
美
食
、
偏
食
。
汗
衣
湿
糧

〈
濡
れ
た
衣
服
や
履
物
を
着
用
す
る
事
）
。

体
虚
の
人

（
疲
労
や
内
傷
に
よ

っ
て
体
が
弱

っ
て
い
る
人
）
が
、
こ
れ
等
三
種

の
湿
邪
に
週
う
事
に

よ

っ
て
、
熱
爵
槻
注

（
体
虚
に
よ

っ
て
湿
邪
に
対
校
出
来
ず
に
体
に
熱
が
籠
も

っ
て
い
る
状
態
）
と
水

道
不
利
停
滞

（
体
虚

に
よ

っ
て
熱
爵
を
起
こ
し
た
生
理
機
能
解
消
す
る
為

の
円
滑
な
利
尿
及
び
消
炎
作

用
が
不
充
分
な
状
態
）
が
種

々
の
苦
痛
と
症
状
を
生
む
。
又
熱
爵
と
水
道
不
利
停
滞
は
牌

（
膵
）
と
腎

^

^
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の
働
き
に
よ

っ
て
解
決
す
る
の
で
あ
る
が
、
体
虚

の
人
は
そ
の
力
が
足
り
な
い
の
で
あ
る
。

「
啓
迪
集
」

に
は
、
喘
咳

・
嘔
吐

・
泄
潟

（
下
痢
〉
、
浮
腫
、
黄
発

（
黄
疸
）
、
身
重
腰
痛
、
入
１
関
節

一
一
身
尽

夕
痛
ム
と
あ
る
。
又

「
玉
機
微
義
」
の
文
を
引

い
て
、
脈
と
治
湿
を
次

の
よ
う
に
記
述
す
る
。

○
脈

脈
詞
締
躍
『
―
皆遭

○
治
湿
之
大
抵

凡
治
法

ヨ
ロ

醐

・ ‐
紳

目
□
Ｆ

利
二
小
便

一
篤

‐
上
治

‐
湿
不

‐
利
二
小
便

一
非

二
其
治

一

又
警
學
正
特
を
引
用
し

て

湿
在

，
上
以
二
苦
温
甘
幸

一
宣
二
徴
汗

一
不

，
欲

二
多
汗

一
故
不

，
用
二
麻
黄
葛
根

一

湿
在
１
中
下

・
利

―
尿

- 4-
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ヘ

^

湿
自

，
外
入
者
陰
雨
湿
地
皆
従

，
外
治
宜

，
汗

湿
邪
が
在
る
処
に
よ
り
、

又
湿
邪
の
種
類
に
よ

っ
て
治
法
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
何
処

に
邪
が
あ
る

か
と
い
う
事
は
前
述
し
た
診
断
を
脈
及
び
症
状
を
検
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
判
断
出
来
る
。
即
ち
湿
邪

が
上

に
あ
る
時
は
喘
咳
、
胸
満
、
湿
邪
が
中
に
あ
る
時
は
腫
眼
、
体
重
、
湿
邪
が
下
に
あ
る
時
は
肢
節

不
利

（
関
節
が
痛
み
屈
伸
不
能
〉
、
脇
痛
、
腰
疼
と
い
う
如
き

で
あ
る
。

暑
に
中
え
る
場
合
は
次
の
様
な
二
種
が
あ
る
。

避
二
暑
深
堂

・
篤
Ｊ
陰
寒

・ノ
過
コ
ツ
シ
周
身
陽
気

■
不
二
伸
越

・
故
頭
痛
悪
寒
身
急
肢
痛
煩
心
肌
熱

無
汗

（
こ
れ
は
冷
房
病
で
あ
る
。
即
ち
署
を
避
け
て
、
反

っ
て
寒
え
、
頭
痛
悪
寒
、
筋
肉
が
ひ
き

つ
り
、
胸

が
圧
迫
さ
れ
て
不
安
感
が
あ
り
、
体
の
あ
ち
こ
ち

に
火
照
る
よ
う
な
熱
感
が
あ
り
、
而
も
、

「
風
寒
」

の
よ
う
に
発
汗
す
る
よ
う
な
感
じ
が
な
い
。
学
者

に
よ

つ
て
は
こ
れ
を
夏
の
傷
寒
病
、
或
い
は
冬
病
ま

ざ
る
不
即
病
傷
寒
と
見
な
す
事
が
あ
る
）

或
行
人
農
夫
労
役
得

，
之
頭
痛
躁
熱
悪
熱
肌
熱
大

二
渇
シ
汗
大
泄
無
二
気
以
動

電
ル

- 5 -



又
医
方
遅
要

（
明

・
周
文
来
著
、　
一
四
九
五
年
）
を
引

い
て

制赫』囃萎は榔雑之
‐ＩＨ］‐
冒暑也

脈
虚
し
身
寒
ひ．
即
暑
傷
二
元
気
一

（
日
射
病
、
熱
射
病

に
当
た
る
、
他

の
邪
に
比
し

て
、

弱

い
の
が
特
徴

で
あ
る
。
）

凡
治

・
暑
之
法
清

レ
心
利

，
尿
甚
好
。
自
汗
者
不

‥
利

，
尿

（
医
林
集
要
）

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
え
、
静
か
ふ
謄
則
正
し
い
運
動
を
行
わ
し
め
る
事

（
暑
邪
に
ら
る
病
を
治
す
に
は
、
心
臓
の
機
能
を
奎

と
利
尿
さ
せ
る
事
で
あ
る
。
自
汗
す
る
様
な
体
力
の
衰
え
た
者
は
利
尿
す
べ
き
で
な
い
）

「
燥
」
那
は
次
の
諸
症
を
生
む
。

劇
し
い
症
状
で
あ
る
の
に
脈
は
非
常
に
小
さ
く

^

轟
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^

^

（
劉
河
間

「
原
病
式
」
よ
り
）

諸
渋
枯
涸
乾
動
数
掲
皆
属
〓
於
爆

・

ハ
渋
は
乾
。
結
涸
は
水
気
な
く
滋
潤

で
な

い
事
。
勁
は
柔
和

で
な
い
事
。
数
掲
は
皮
膚
乾

い
て
裂
け
る

書尋す。
　
）

（
薔
學
正
健

に
は
風
熱
能
く
湿

に
勝
ち
液
を
耗
し
、
１
・燥
を
盤
と
あ
る
。

口
乾
、
便
秘
結
、
皮
膚
枯
爆
、

藤
痺
等
は
燥
に
よ
る
病

で
あ
る
〉

火
証
は
凡
て
の
熱
証
を
い
う
。

以
上
が
外
傷
に
よ
る
諸
証
の
大
要
で
あ
る
。

「
風
寒
暑
湿
燥
火
」
に
よ

っ
て
病
が
起

こ
る
と
す
る
が
、

外
邪

〈
傷
）
性
の
疾
病

は
凡
て
内
傷
が
そ
の
前
提
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
嵐
寒
署
湿
燥
火
に

犯
さ
れ
る
体
は
す
で
に
内
傷
を
受
け
た

「
体
虚

の
体
」
な

の
で
あ
る
。
即
ち
道

三
の
医
学

に
お
い
て
は

内
傷
が
な
け
れ
ば
外
傷
を
受
け
な

い
の
で
あ
る
。
内
因
が
な
け
れ
ば
外
邪
は
人
体
を
損
傷
す
る
事
は
な

い
の
で
あ
る
。

- 7 -



内

因

内
傷
は
全
く
人
間
的
な
心
的
要
素
、

「
喜
怒
憂
思
悲
恐
驚
」
と
い
う
七
情
と
形

（
肉
）
を
労
す
る
事

に
よ

っ
て
起
こ
る
労
倦
、
そ
し
て
偏
味
の
摂
取
。
各
々
の
要
因
を
内
蔵
と
の
関
係
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

肝
臓
は
怒
り
過
ぎ

る
事

に
よ
り
、
又
酸
味
を
偏
食
す
る
事

に
よ
り

そ
し
て
長
時
間
歩
行
す
る
こ
と
に
よ
り
損
傷
す
る
。

道
三
は
元
亀

二

（
一
五
七

一
）
年
九
月
末

の

「
切
紙
」
に

「
明

医
雑
着
」

（
明
、　
一
五
〇
二
年
、
王
綸
著
）
を
引
用
し
て
、

憂 思 喜 怒
思   驚

恐 七

情

麟  幸 甘 苦 酸 味

久
歩

久
視

久
坐

久
臥

久
立

一房
事

労

健

傷
肝

傷
心

傷
膊

傷
肺

傷

腎

所

傷

一
治
労
　
ノ
井
降

な

鶴

『

陽

虚

し

て

煩

熱

し

脈
大
薔
無
カ

ー
月
日
端
獅
制

請
れ

‐ ‐
Ｐ

‐
陰
虚
煩
熱
脈
数
無
カ

ー
ｌ
ｈ
日

‐ ‐
‐ ‐

琳
い
霧

- 8 -
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病

像

一
、
陰
陽
虚
実
必
可

，
分
別

（
陰
陽
虚
実
は
必
ず
分
別
す

べ
し
）

漢
方

に
お
い
て
、
無
病
と
は
陰
陽
が
平
衡
を
保

っ
て
い
る
状
態

で
あ
る
。

そ
れ
は
発
展
拡
散

し
よ
う
と
す
る
、
実
し
よ
う
と
す

る
陽
と
集
約
収
散

し
よ
う
と
す
る
、
虚
し
易
い
陰

の
力
動
的
関
係

の
下
に
平
衡
を
保

っ
て
い

る
限
り
、
無
病

で
あ
る
。
従
而
、
病
像
は
先
ず
、
内
因
に
よ

っ
て
、
陽
虚
、

陰
虚
。
外
傷

に
よ

っ
て
陽
実
、
陰
虚
。
そ
れ
が
久
病

に
な
る
事

に
よ

っ
て

陰
実
、
陽
虚
と
い
う
段
階
を
経

て
移
り
変
わ

っ
て
行
く
。

図
示
す
る
と
、

（
下
図
、
及
び
次
頁
参
照
）

無
病

陰
陽
平
衛

形
気
共
に
正
常

昼

^
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′
′

′

′

′

′

‐

，
‐

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

陰
虚

（内
因
）

貧

衰
↓

陰
虚
則
内
熟陽

陽
実

（外
δ

（
形
実
す
）

陽
盛
則
外
熱陽

陰
虚

（外
国
）

（形
麦
え
気

実
す
）

陰
実

（久
病
）

険
盛
則
内
冷

（
形
衰
え
血
実

す
）

陰陽
　
　
一

′
　
ヽ

陽
虚
（
久
病
労
極
）

， 　
」
り気共
に虚

′
ノ
/    ｀

｀

(
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